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ボリュームアクセスグループとイニシエータを使用
する

iSCSI イニシエータまたは Fibre Channel イニシエータを使用して、ボリュームアクセ
スグループ内に定義されたボリュームにアクセスできます。

アクセスグループを作成するには、 iSCSI イニシエータの IQN または Fibre Channel の WWPN をボリューム
のグループにマッピングします。アクセスグループに追加した各 IQN は、 CHAP 認証なしでグループ内の各
ボリュームにアクセスできます。

CHAP 認証には、次の 2 種類の方法があります。

• アカウントレベルの CHAP 認証：アカウントに CHAP 認証を割り当てることができます。

• イニシエータレベルの CHAP 認証： 1 つのアカウントを 1 つの CHAP にバインドすることなく、特定の
イニシエータに一意の CHAP ターゲットとシークレットを割り当てることができます。このイニシエータ
レベルの CHAP 認証では、アカウントレベルのクレデンシャルが置き換えられます

必要に応じて、イニシエータ単位の CHAP を使用して、イニシエータの承認とイニシエータごとの CHAP 認
証を適用できます。これらのオプションはイニシエータ単位で定義でき、アクセスグループにはオプションの
異なるイニシエータを混在させることができます。

アクセスグループに追加した各 WWPN は、アクセスグループ内のボリュームへの Fibre Channel ネットワー
クアクセスを許可します。

ボリュームアクセスグループには次の制限があります。

• 1 つのアクセスグループに含めることができる IQN または WWPN は最大 64 個です。

• 1 つのアクセスグループに含めることができるボリュームは最大 2 、 000 個です。

• 1 つの IQN または WWPN が属することのできるアクセスグループは 1 つだけです。

• 1 つのボリュームが最大 4 つのアクセスグループに属することができます。

詳細については、こちらをご覧ください

• ボリュームアクセスグループを作成します

• アクセスグループにボリュームを追加する

• アクセスグループからボリュームを削除します

• イニシエータを作成します

• イニシエータを編集します

• ボリュームアクセスグループに単一のイニシエータを追加します

• ボリュームアクセスグループに複数のイニシエータを追加します

• アクセスグループからイニシエータを削除します

• アクセスグループを削除する
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• イニシエータを削除します

ボリュームアクセスグループを作成します

安全なアクセスを確保するために、ボリュームのグループにイニシエータをマッピング
してボリュームアクセスグループを作成できます。その後、アカウントの CHAP イニシ
エータシークレットとターゲットシークレットを使用して、グループ内のボリュームへ
のアクセスを許可できます。

イニシエータベースの CHAP を使用する場合は、ボリュームアクセスグループ内の 1 つのイニシエータに
CHAP クレデンシャルを追加することでセキュリティを強化できます。これにより、すでに存在するボリュー
ムアクセスグループにこのオプションを適用できます。

手順

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. [ アクセスグループの作成 *] をクリックします。

3. ボリュームアクセスグループの名前を * Name * フィールドに入力します。

4. 次のいずれかの方法でボリュームアクセスグループにイニシエータを追加します。

オプション 説明

Fibre Channel イニシエ
ータを追加しています

a. Add Initiators （イニシエータの追加）で、 Unbound Fibre Channel

Initiators （未バインドのファイバチャネルイニシエータ）リストから既存
のファイバチャネルイニシエータを

b. [Add FC Initiator*] をクリックします。

この手順でイニシエータを作成するには、 [ イニシエータ
の作成 ] リンクをクリックし、イニシエータ名を入力し
て、 [* 作成 ] をクリックします。イニシエータを作成する
と、イニシエータがイニシエータリストに自動的に追加さ
れます。

形式の例を次に示します。

5f:47:ac:c0:5c:74:d4:02
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オプション 説明

iSCSI イニシエータの追
加

イニシエータの追加で、イニシエータリストから既存のイニシエータを選択
します。* 注： * イニシエータの作成 * リンクをクリックし、イニシエータ名
を入力して、 * 作成 * をクリックすると、この手順の実行中にイニシエータを
作成できます。イニシエータを作成すると、イニシエータがイニシエータリ
ストに自動的に追加されます。

形式の例を次に示します。

iqn.2010-01.com.solidfire:c2r9.fc0.2100000e1e09bb8b

各ボリュームのイニシエータ IQN を確認するには、 *

Management * > * Volumes * > * Active * リストで、そのボリュ
ームの Actions メニューから * View Details * を選択します。

イニシエータを変更するときは、 requiredCHAP 属性を True に切り替えて、
ターゲットイニシエータシークレットを設定できます詳細については、
ModifyInitiator API メソッドに関する API 情報を参照してください。

"Element API を使用してストレージを管理します"

5. * オプション： * 必要に応じてイニシエータを追加します。

6. Add Volumes （ボリュームの追加）で、 * Volumes （ボリューム） * リストからボリュームを選択しま
す。

ボリュームが * Attached Volumes * リストに表示されます。

7. * オプション： * 必要に応じてボリュームを追加します。

8. [ アクセスグループの作成 *] をクリックします。

詳細については、こちらをご覧ください

アクセスグループにボリュームを追加する

個々のアクセスグループの詳細を表示します

接続されているボリュームやイニシエータなど、個々のアクセスグループの詳細をグラ
フ形式で表示できます。

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. アクセスグループの [ アクション ] アイコンをクリックします。

3. [ * 詳細の表示 * ] をクリックします。
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ボリュームアクセスグループの詳細

ボリュームアクセスグループについては、 Management （管理）タブの Access Groups （アクセスグループ
）ページで確認できます。

次の情報が表示されます。

• ID: システムによって生成されたアクセスグループの ID 。

• * 名前 * ：アクセスグループの作成時に指定した名前。

• * Active Volumes * ：アクセスグループ内のアクティブボリュームの数。

• * Compression * ：アクセスグループの圧縮による削減率。

• * 重複排除 * ：アクセスグループの重複排除による削減率。

• * Thin Provisioning * ：アクセスグループのシンプロビジョニングによる削減率。

• * 全体的な削減率 * ：アクセスグループ全体の削減率。

• * Initiators * ：アクセスグループに接続されているイニシエータの数。

アクセスグループにボリュームを追加する

ボリュームアクセスグループにボリュームを追加できます。各ボリュームは、複数のボ
リュームアクセスグループに属することができます。各ボリュームが属するグループ
は、 * Active * Volumes ページで確認できます。

この手順を使用して、 Fibre Channel ボリュームアクセスグループにボリュームを追加することもできます。

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. ボリュームを追加するアクセスグループの操作アイコンをクリックします。

3. 「 * 編集 * 」ボタンをクリックします。

4. Add Volumes （ボリュームの追加）で、 * Volumes （ボリューム） * リストからボリュームを選択しま
す。

ボリュームをさらに追加するには、この手順を繰り返します。

5. [ 変更の保存 *] をクリックします。

アクセスグループからボリュームを削除します

アクセスグループからボリュームを削除すると、グループはそのボリュームにアクセス
できなくなります。

アカウントの CHAP 設定を変更したり、アクセスグループからイニシエータやボリュームを削除したりする
と、原因イニシエータがボリュームにアクセスできなくなることがあります。ボリュームへのアクセスが突然
失われないようにするには、アカウントまたはアクセスグループの変更の影響を受ける iSCSI セッションか
らログアウトし、イニシエータやクラスタの設定に対する変更が完了したあとにイニシエータからボリューム
に再接続できることを確認します。

4



1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. ボリュームを削除するアクセスグループの操作アイコンをクリックします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

4. [ ボリュームアクセスグループの編集 *] ダイアログボックスの [ ボリュームの追加 ] で、 [ 添付されたボリ
ューム *] リストの矢印をクリックします。

5. リストから削除するボリュームを選択し、 * x * アイコンをクリックしてリストから削除します。

さらにボリュームを削除するには、この手順を繰り返します。

6. [ 変更の保存 *] をクリックします。

イニシエータを作成します

iSCSI イニシエータまたは Fibre Channel イニシエータを作成し、オプションでエイリ
アスを割り当てることができます。

API 呼び出しを使用して、イニシエータベースの CHAP 属性を割り当てることもできます。イニシエータご
とに CHAP アカウント名と資格情報を追加するには 'CreateInitiator API 呼び出しを使用して 'CHAP アクセス
と属性を削除および追加する必要がありますイニシエータアクセスは、「 CreateInitiators 」および「
ModyInitiators 」 API 呼び出しで 1 つ以上の virtualNetworkID を指定することで、 1 つ以上の VLAN に制限で
きます。仮想ネットワークを指定しない場合、イニシエータはすべてのネットワークにアクセスできます。

詳細については、 API リファレンス情報を参照してください。"Element API を使用してストレージを管理し
ます"

手順

1. [* 管理 > イニシエータ *] をクリックします。

2. [ イニシエータの作成 ] をクリックします。

3. 次の手順を実行して、 1 つまたは複数のイニシエータを作成します。

オプション 手順

単一のイニシエータを作
成する

a. [* 単一イニシエータの作成 * ] をクリックします。

b. IQN または WWPN * フィールドにイニシエータの IQN または WWPN を
入力します。

c. [* エイリアス ] フィールドにイニシエータのフレンドリ名を入力します。

d. [ イニシエータの作成 ] をクリックします。
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オプション 手順

複数のイニシエータを作
成する

a. イニシエータの一括作成 * をクリックします。

b. IQN または WWPN のリストをテキストボックスに入力します。

c. [Add Initiators] をクリックします。

d. 表示されたリストからイニシエータを選択し、 [* Alias* ] 列の対応する
[Add] アイコンをクリックして、イニシエータのエイリアスを追加しま
す。

e. チェックマークをクリックして新しいエイリアスを確認します。

f. イニシエータの作成 * をクリックします。

イニシエータを編集します

既存のイニシエータのエイリアスを変更するか、既存のエイリアスがない場合はエイリ
アスを追加できます。

イニシエータごとに CHAP アカウント名と資格情報を追加するには、「 modifyInitiator 」 API 呼び出しを使
用して、 CHAP アクセスと属性を削除および追加する必要があります。

を参照してください "Element API を使用してストレージを管理します"。

手順

1. [* 管理 > イニシエータ *] をクリックします。

2. 編集するイニシエータの操作アイコンをクリックします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

4. [* Alias* ] フィールドに、イニシエータの新しいエイリアスを入力します。

5. [ 変更の保存 *] をクリックします。

ボリュームアクセスグループに単一のイニシエータを追加しま
す

既存のボリュームアクセスグループにイニシエータを追加できます。

ボリュームアクセスグループに追加されたイニシエータは、そのボリュームアクセスグループ内のすべてのボ
リュームにアクセスできます。

各ボリュームのイニシエータを特定するには、アクションアイコンをクリックし、アクティブ
ボリュームリストからボリュームの詳細を表示 * を選択します。

イニシエータベースの CHAP を使用する場合は、ボリュームアクセスグループ内の 1 つのイニシエータに
CHAP クレデンシャルを追加することでセキュリティを強化できます。これにより、すでに存在するボリュー
ムアクセスグループにこのオプションを適用できます。
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手順

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. 編集するアクセスグループの * アクション * アイコンをクリックします。

3. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

4. Fibre Channel イニシエータをボリュームアクセスグループに追加するには、次の手順を実行します。

a. Add Initiators （イニシエータの追加）で、 Unbound Fibre Channel Initiators （バインド解除されたフ
ァイバチャネルイニシエータ * ）リストから既存のファイバチャネルイニシエータを選択

b. [Add FC Initiator*] をクリックします。

この手順でイニシエータを作成するには、 [ イニシエータの作成 ] リンクをクリック
し、イニシエータ名を入力して、 [* 作成 ] をクリックします。イニシエータを作成する
と、イニシエータは自動的に「 * Initiators * 」リストに追加されます。

形式の例を次に示します。

5f:47:ac:c0:5c:74:d4:02

5. iSCSI イニシエータをボリュームアクセスグループに追加するには、イニシエータの追加で、 * イニシエ
ータ * リストから既存のイニシエータを選択します。

この手順でイニシエータを作成するには、 [ イニシエータの作成 ] リンクをクリックし、イ
ニシエータ名を入力して、 [* 作成 ] をクリックします。イニシエータを作成すると、イニ
シエータは自動的に「 * Initiators * 」リストに追加されます。

イニシエータ IQN の有効な形式は、 iqn.yyyy-mm です。 y と m は数字で、続けて任意の文字列を指定し
ます。使用できる文字は、数字、小文字のアルファベット、ピリオド、コロン（：）、ダッシュ（ - ）で
す。

形式の例を次に示します。

iqn.2010-01.com.solidfire:c2r9.fc0.2100000e1e09bb8b

各ボリュームのイニシエータ IQN は、操作アイコンをクリックし、ボリュームの詳細を表
示 * を選択すると、 * Management * > * Volumes * Active Volumes ページに表示されま
す。

6. [ 変更の保存 *] をクリックします。

ボリュームアクセスグループに複数のイニシエータを追加しま
す

既存のボリュームアクセスグループに複数のイニシエータを追加すると、そのグループ
内のボリュームに CHAP 認証の有無にかかわらずアクセスできるようになります。
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ボリュームアクセスグループに追加されたイニシエータは、そのボリュームアクセスグループ内のすべてのボ
リュームにアクセスできます。

各ボリュームのイニシエータを特定するには、アクションアイコンをクリックし、アクティブ
ボリュームリストにあるそのボリュームの詳細を表示 * をクリックします。

既存のボリュームアクセスグループに複数のイニシエータを追加すると、そのグループ内のボリュームにアク
セスし、グループ内の各イニシエータに一意の CHAP クレデンシャルを割り当てることができます。これに
より、すでに存在するボリュームアクセスグループにこのオプションを適用できます。

イニシエータベースの CHAP 属性を割り当てるには、 API 呼び出しを使用します。イニシエータごとに
CHAP アカウント名とクレデンシャルを追加するには、 ModifyInitiator API 呼び出しを使用して、 CHAP アク
セスと属性を削除および追加する必要があります。

詳細については、を参照してください "Element API を使用してストレージを管理します"。

手順

1. [* 管理 > イニシエータ *] をクリックします。

2. アクセスグループに追加するイニシエータを選択します。

3. [ 一括アクション * （ * Bulk Actions * ） ] ボタンをクリックします。

4. [ * ボリュームアクセスグループに追加 * ] をクリックします。

5. Add to Volume Access Group （ボリュームアクセスグループへの追加）ダイアログボックスで、 *

Volume Access Group （ * ボリュームアクセスグループ）リストからアクセスグループを選択します。

6. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

アクセスグループからイニシエータを削除します

アクセスグループからイニシエータを削除すると、そのイニシエータはそのボリューム
アクセスグループ内のボリュームにアクセスできなくなります。ボリュームへの通常の
アカウントアクセスは引き続き可能です。

アカウントの CHAP 設定を変更したり、アクセスグループからイニシエータやボリュームを削除したりする
と、原因イニシエータがボリュームにアクセスできなくなることがあります。ボリュームへのアクセスが突然
失われないようにするには、アカウントまたはアクセスグループの変更の影響を受ける iSCSI セッションか
らログアウトし、イニシエータやクラスタの設定に対する変更が完了したあとにイニシエータからボリューム
に再接続できることを確認します。

手順

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. 削除するアクセスグループの * アクション * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、「 * 編集 * 」を選択します。

4. 「 * ボリュームアクセスグループの編集 * 」ダイアログボックスの「イニシエータの追加」で、「 * イニ
シエータ * 」リストの矢印をクリックします。

5. アクセスグループから削除する各イニシエータの x アイコンを選択します。

6. [ 変更の保存 *] をクリックします。
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アクセスグループを削除する

不要になったアクセスグループを削除できます。ボリュームアクセスグループを削除す
る前に、イニシエータ ID とボリューム ID をそのグループから削除する必要はありませ
ん。アクセスグループを削除すると、ボリュームへのグループアクセスが切断されま
す。

1. [* 管理 > アクセスグループ *] をクリックします。

2. 削除するアクセスグループの * Actions * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * 削除 * をクリックします。

4. このアクセスグループに関連付けられているイニシエータも削除するには、 Delete initiators in this

access group * チェックボックスを選択します。

5. 操作を確定します。

イニシエータを削除します

不要になったイニシエータを削除できます。イニシエータを削除すると、関連付けられ
ているすべてのボリュームアクセスグループから削除されます。イニシエータを使用し
た接続は、接続をリセットするまでは有効なままです。

手順

1. [* 管理 > イニシエータ *] をクリックします。

2. 次の手順を実行して、 1 つまたは複数のイニシエータを削除します。

オプション 手順

単一のイニシエータを削
除

a. 削除するイニシエータの * Actions * アイコンをクリックします。

b. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

c. 操作を確定します。

複数のイニシエータを削
除する

a. 削除するイニシエータの横にあるチェックボックスを選択します。

b. [ 一括アクション * （ * Bulk Actions * ） ] ボタンをクリックします。

c. 表示されたメニューで、 * 削除 * を選択します。

d. 操作を確定します。
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